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介護保険導入後の療養病床の状況

○長期にわたり療養を必要とする患者のうち比較的医療密度の高い医学的管
理を必要とする者が対象

　　　　（例）　・脳血管疾患等の発症後３か月以内で回復期リハビリを要する者
　　　　　　　　・脊椎損傷、神経難病等により人工呼吸器管理を要する者　　　等

○要介護度による評価なし
　　（日常生活障害の有無、認知症（痴呆）の有無を基本とした日常生活におけ
る介助の必要度に応じた評価を導入）

医療保険適用の療養病床

○要介護者であって医学的管理を伴う長期療養の必要な者が対象
　　　（例）　・糖尿病と認知症（痴呆）の合併した者
　　　　　　　・経管栄養を要する独居者　　　等

○要介護度別の報酬

介護保険適用の療養病床

16.9%

6.1%

14.3%

13.6%

37.8%

34.7%

29.5%

42.7%

1.6%

2.4%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成１６年３月

　　ｎ＝７，０７９

平成１３年３月

ｎ＝８，３５８

病状が不安定で常時医学的管理を要する

病状は安定しているが容態の急変が起きやすい

一定の医学的管理を要するが、容態急変の可能性は低

容態急変の可能性は低いが一定の医学的管理を要する

容態急変の可能性は低く

福祉施設や住宅によって対応できる

その他

無回答

常時医学的管理を要し、病状も不安定である

医療依存度は低いが、容態の急変が起きやすい

医学的管理をさほど必要とせず、

容態急変の可能性も低い
無回答

医療保険適用の療養病床における患者の状態

15.5%

7.5%

19.6%

19.3%

35.4%

34.3%

28.2%

35.7%

0.2%

3.1%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成１６年３月
　ｎ＝５，４２２

平成１３年３月
　ｎ＝４，２５４

病状が不安定で常時医学的管理を要する
病状は安定しているが容態の急変が起きやすい

一定の医学的管理を要するが、容態急変の可能性は低い

容態急変の可能性は低いが一定の医学的管理を要する

容態急変の可能性は低く
福祉施設や住宅によって対応できる

その他
無回答

常時医学的管理を要し、病状も不安定である
医療依存度は低いが、容態の急変が起きやすい

医学的管理をさほど必要とせず、
容態急変の可能性も低い

無回答

介護保険適用の療養病床における患者の状態

資料出所：医療経済研究機構「療養型病床群における患者の実態等に関する調査報告書」（平成１３年）、「療養病床における医療提供体制に関する調査報告書」（平成１６年）
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